
■
総
務
文
教
常
任
委
員
会
に
付
託
し

本
会
議
で
議
決
さ
れ
た
議
案
（※

）

▼
五
條
市
過
疎
地
域
自
立
促
進
計
画
の
一

部
変
更
【
可
決
】

　
　

保
育
施
設
の
耐
震
診
断
事
業
に
過
疎

債
を
充
て
る
た
め
。

▼
24
年
度
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
２
号
）

　
【
可
決
】

　
　

賦
課
徴
収
費
、
農
業
振
興
費
、
農
地

費
及
び
農
林
業
施
設
災
害
復
旧
費
の
追

加
並
び
に
地
方
債
の
補
正

　
　

補
正
予
算
額 

３
２
４
，
６
２
６
千
円

■
厚
生
建
設
常
任
委
員
会
に
付
託
し
、

　

本
会
議
で
議
決
さ
れ
た
議
案

▼
五
條
市
布
設
工
事
監
督
者
の
配
置
基
準

及
び
資
格
基
準
並
び
に
水
道
技
術
管
理

者
の
資
格
基
準
に
関
す
る
条
例
の
制
定

　
【
可
決
】

　
　

水
道
法
の
一
部
改
正
に
伴
い
、
布
設

工
事
監
督
者
の
配
置
基
準
及
び
資
格
基

準
並
び
に
水
道
技
術
管
理
者
の
資
格
基

準
を
規
定
（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

▼
24
年
度
介
護
保
険
特
別
会
計
補
正
予
算

　
（
第
１
号
）【
可
決
】

　
　

介
護
保
険
財
政
調
整
基
金
積
立
金
及

び
償
還
金
の
追
加

       

補
正
予
算
額　

 

２
７
，
５
０
１
千
円

■
決
算
審
査
特
別
委
員
会
に
付
託
し
、

本
会
議
で
議
決
さ
れ
た
議
案

【
23
年
度
歳
入
歳
出
決
算
認
定
】【
認
定
】

▼
一
般
会
計

　
　

実
質
収
支
額

　
　
　
　
　

 

１
，
１
９
９
，
１
５
０
千
円

▼
国
民
健
康
保
健
特
別
会
計

　
　

実
質
収
支
額 

１
０
２
，
９
６
９
千
円

▼
簡
易
水
道
特
別
会
計

　
　

実
質
収
支
額 　
　

１
，
７
５
９
千
円

▼
下
水
道
事
業
特
別
会
計

　
　

実
質
収
支
額 　
　
　
　
　
　

０
千
円

▼
墓
地
事
業
特
別
会
計

　
　

実
質
収
支
額 　
　
　
　

５
４
０
千
円

▼
介
護
保
健
特
別
会
計

　
　

実
質
収
支
額 　

２
７
，
３
１
０
千
円

▼
大
塔
診
療
所
特
別
会
計

　
　

実
質
収
支
額 　
　
　
　

１
５
８
千
円

▼
農
業
集
落
排
水
事
業
特
別
会
計

　
　

実
質
収
支
額 　
　
　
　

５
９
４
千
円

▼
後
期
高
齢
者
医
療
特
別
会
計

　
　

実
質
収
支
額 　
　

７
，
３
９
８
千
円

▼
水
道
事
業
会
計

　
　

実
質
収
支
額　
　
　

            

　
（
収
益
的
収
入
） 

６
７
８
，
２
８
５
千
円

　
（
収
益
的
支
出
） 

６
６
２
，
４
１
１
千
円

　
　

当
年
度
純
利
益 

１
５
，
８
７
４
千
円

　
（
資
本
的
収
入
）     

８
８
，
７
９
３
千
円

　
（
資
本
的
支
出
） 

４
１
７
，
２
９
８
千
円

　
　

資
本
的
収
支
で
不
足
す
る
額
は
、
当

年
度
分
損
益
勘
定
留
保
資
金
、
建
設
改

良
積
立
金
取
崩
し
等
で
補
塡

■
い
ず
れ
の
委
員
会
に
も
付
託
せ
ず
、

　

本
会
議
で
議
決
さ
れ
た
議
案

▼
五
條
市
防
災
会
議
条
例
及
び
五
條
市
災

害
対
策
本
部
条
例
の
一
部
改
正
【
可
決
】

　
　

災
害
対
策
基
本
法
の
一
部
改
正
に
伴

い
、
所
掌
事
務
等
の
一
部
を
改
正

　
（
公
布
の
日
か
ら
施
行
）

▼
五
條
市
廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関

す
る
条
例
及
び
五
條
市
が
設
置
す
る
一

般
廃
棄
物
処
理
施
設
に
係
る
生
活
環
境

影
響
調
査
結
果
の
縦
覧
等
の
手
続
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正　
【
可
決
】

　
　

廃
棄
物
の
処
理
及
び
清
掃
に
関
す
る

法
律
の
一
部
改
正
に
伴
う
所
要
の
改
正

　
（
25
年
４
月
１
日
及
び
公
布
の
日
か
ら

施
行
）

▼
五
條
市
住
居
表
示
審
議
会
条
例
の
一
部

改
正
【
可
決
】

　
　

郵
政
民
営
化
法
等
の
一
部
を
改
正
す

る
等
の
法
律
の
施
行
に
伴
う
所
要
の
改

正

　
（
24
年
10
月
１
日
か
ら
施
行
）

▼
五
條
市
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命

　
【
再
任
に
同
意
】

　
　

寒
川
英
明
さ
ん
（
二
見
４
丁
目
）

　

       [

任
期
：
24
年
12
月
20
日
か
ら

                           

28
年
12
月
19
日
ま
で]

▼
人
権
擁
護
委
員
の
候
補
者
推
薦
に
つ
き

意
見
【
再
任
に
同
意
】

　
　

辰
己
清
史
さ
ん
（
西
吉
野
町
）

　

       [

任
期
：
25
年
１
月
１
日
か
ら

                           

27
年
12
月
31
日
ま
で]

▼
地
球
温
暖
化
対
策
に
関
す
る
「
地
方
税

財
源
を
確
保
・
充
実
す
る
仕
組
み
」
の

構
築
を
求
め
る
意
見
書
を
可
決
し
、
関

係
行
政
庁
に
提
出

▼
自
治
体
に
お
け
る
防
災
・
減
災
の
た
め

の
事
業
に
対
す
る
国
の
財
政
支
援
を
求

め
る
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
行
政
庁

に
提
出

※

「
委
員
会
に
付
託
」
と
は
、
議
会
の
議

決
に
先
立
っ
て
詳
し
く
検
討
を
加
え
る

た
め
所
管
の
委
員
会
に
審
査
を
委
託
す

る
こ
と
で
す
。

○
各
議
案
の
名
称
等
は
簡
略
に
し
て
い
ま

す
。

　
（
例
）

　

平
成
24
年
４
月
1
日
↓
24
年
４
月
1
日

○
12
月
初
旬
に
市
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

本
定
例
会
の
会
議
録
を
掲
載
す
る
予
定

で
す
。

　
　

第
４
回
臨
時
会
の
概
要

　　
　

10
月
24
日
に
平
成
24
年
第
４
回
臨

時
会
が
招
集
さ
れ
、
市
長
か
ら
、
五

條
市
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
３
号
）

に
つ
い
て
の
議
案
が
提
出
さ
れ
ま
し

た
。

　

   

補
正
予
算
の
内
容
は
、
や
ま
と
広

域
環
境
衛
生
事
務
組
合
に
対
す
る
五

條
市
の
負
担
金
１
億
２
千
万
円
を
予

算
措
置
し
、
そ
の
財
源
は
、
繰
越
金

１
億
２
千
万
円
を
も
っ
て
賄
う
も
の

で
、
本
議
案
に
つ
い
て
は
、
慎
重
審

議
を
経
て
起
立
に
よ
る
採
決
を
行
っ

た
結
果
、
起
立
多
数
に
よ
り
可
決
し

ま
し
た
。 9

月
定
例
会  

議
決
議
案

起立採決を行った議案の議決結果と賛否表

益田吉博議員は議長のため、通常の過半数議決による採決に加わることはできません。　　　　賛成＝○　反対＝●

平成２４年
五條市議会
議決結果

議 案 名
議
決
結
果

福
塚

実

山
口

耕
司

吉
田

雅
範

堀
川

浩
美

川
村

家
廣

藤
冨
美
恵
子

池
上

輝
雄

益
田

吉
博

山
田

澄
雄

峯
林

宏
政

花
谷

昭
典

土
井

康
嗣

大
谷

龍
雄

田
原

清
孝

自治体における防災・減災のた
めの事業に対する国の財政支援

原案

可決

平成２４年度五條市一般会計
補正予算(第３号）議定について

第３回 ９月

定例会

（9月21日）

原案

可決

 

第４回

臨 時 会

（10月24日） (やまと広域環境衛生事務組合負担金）

を求める意見書について

7 第４回臨時会など 6議決された議案

　

９
月
21
日
本
会
議
終
了
後
、
児
童
及
び

生
徒
の
食
に
関
す
る
正
し
い
理
解
を
深
め

る
た
め
学
校
給
食
の
試
食
会
を
市
立
学
校

給
食
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
市
議
会
議
員

を
始
め
、
副
市
長
、
教
育
長
、
各
部
長
と

一
緒
に
行
い
ま
し
た
。

　

ま
ず
、
学
校
教
育
課
長
か
ら
給
食
の
在

り
方
等
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
食
材
に

つ
い
て
は
、
な
か
な
か
地
産
地
消
と
ま
で

は
い
か
な
い
の
が
現
状
だ
が
、
こ
の
日
は

西
吉
野
町
平
沼
田
産
の
梨
が
食
材
と
し
て

利
用
さ
れ
る
な
ど
地
産
地
消
と
食
の
安
全

を
考
え
、
食
材
を
購
入
す
る
際
に
は
、
五

條
産
、
奈
良
県
産
あ
る
い
は
国
産
、
ま
た

は
中
国
産
以
外
と
い
っ
た
基
準
を
業
者
に

示
す
と
と
も
に
、
冷
凍
食
品
や
加
工
食
品

に
つ
い
て
は
、
食
品
原
料
規
格
書
、
原
産

地
証
明
書
の
提
出
を
求
め
て
い
る
と
報
告

を
受
け
ま
し
た
。
栄
養
面
に
つ
い
て
も
、

栄
養
士
が
子
供
の
健
康
と
成
長
を
考
え
た

献
立
作
り
を
行
っ
て
い
る
と
の
報
告
を
受

け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
給
食
業
務
を
委
託
し
て
い
る
株

式
会
社
マ
ル
タ
マ
フ
ー
ズ
副
社
長
か
ら
、

食
の
安
全
へ
の
取
組
に
つ
い
て
説
明
を
受

け
ま
し
た
。

　

実
際
に
試
食
を
行
う
と
、
味
も
良
く
、

メ
ニ
ュ
ー
も
豊
富
で
、
創
意
工
夫
さ
れ
て

い
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

今
後
も
引
き
続
き
、
子
供
た
ち
の
健
康

と
食
の
安
全
を
第
一
に
考
え
た
給
食
作
り

を
お
願
い
し
、
試
食
会
を
終
え
ま
し
た
。


